
理想的なエネルギー源は、自然エネルギー（太陽光、風、波力等）で間違いありませんが、

これらのエネルギー密度は低く、かつ供給の変動が激しいという問題点があります。この点

において、水素エネルギーはインフラが進み、かつ分散型で利用すれば、供給変動の少ない

基盤型の安定エネルギー源になります。トヨタ自動車は水素を燃料とする燃料電池車（ミラ

イ）を販売するとともに、それらの特許を無償提供しました。本研究室では、バイオマスや

廃棄物から水素を効率よく、大量に製造できる手法を研究しています。加えて，H2運搬キャ

リアとして注目されているアンモニア（NH3）の直接燃焼利用についても研究をしています。
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CO2排出ゼロの燃焼（NH3）

(スパコンによるバーナー設計)

バイオマス、廃棄物以外からも、水素は天然ガ

スや水の電気分解からも得ることができる貯蔵

可能な究極のクリーンエネルギーです。

NOx低減と高負荷燃焼の同時機能を
目指したアンモニアバーナーの開発
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